
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
案
参
照
条
文

○

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）(

抄)

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
道
路
」
と
は
、
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
道
で
次
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
い
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
、
渡
船
施
設
、
道
路
用

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
道
路
と
一
体
と
な
つ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物
及
び
道
路
の
附
属
物
で
当
該
道
路
に
附
属
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の

を
含
む
も
の
と
す
る
。

２
～
５

略

○

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）(

抄)

（
定
義
）

第
二
条

略

２

略

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
」
と
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
行
な
わ
れ
る
次

に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
あ
つ
て
は
道
路
の
改
築(

同
号
イ
に
規
定
す
る
道
路
の
改
築
を
除
く
。)

に
伴
つ
て
行
な
わ
れ

る
も
の
を
除
く
。

一

都
道
府
県
公
安
委
員
会
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
の
委
任
を
受
け
た
方
面
公
安
委
員
会
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
行
な
う
次
に
掲
げ
る
事
業

イ

信
号
機
、
道
路
標
識
又
は
道
路
標
示
の
設
置
に
関
す
る
事
業

ロ

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
（
信
号
機
、
道
路
標
識
及
び
道
路
標
示
の
操
作
そ
の
他
道
路
に
お
け
る
交
通
の
規
制
を
広
域
に
わ
た
つ
て
総
合
的
に
行
な
う
た

め
必
要
な
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
設
置
に
関
す
る
事
業

二

略

○

鉄
道
事
業
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
九
十
二
号
）(

抄)

（
工
事
の
施
行
の
認
可
）

第
八
条

鉄
道
事
業
者
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
鉄
道
線
路
、
停
車
場
そ
の
他
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
鉄
道
事
業
の
用
に
供
す
る

施
設
（
以
下
「
鉄
道
施
設
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
工
事
計
画
を
定
め
、
許
可
の
際
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
、
工
事
の
施
行
の
認
可
を
申

請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
工
事
を
必
要
と
し
な
い
鉄
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

略

○

空
港
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
（
抄
）



（
空
港
の
定
義
及
び
種
類
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
空
港
」
と
は
、
主
と
し
て
航
空
運
送
の
用
に
供
す
る
公
共
用
飛
行
場
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

第
一
種
空
港

新
東
京
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
及
び
国
際
航
空
路
線
に
必
要
な
飛
行
場
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

二

第
二
種
空
港

主
要
な
国
内
航
空
路
線
に
必
要
な
飛
行
場
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の

三

第
三
種
空
港

地
方
的
な
航
空
運
送
を
確
保
す
る
た
め
必
要
な
飛
行
場
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の

２

略

○

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

略

２
～
４

略

５

こ
の
法
律
で
「
港
湾
施
設
」
と
は
、
港
湾
区
域
及
び
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
第
一
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
並
び
に
港
湾
の
利
用
又
は
管
理

に
必
要
な
第
十
二
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設
を
い
う
。

一

水
域
施
設

航
路
、
泊
地
及
び
船
だ
ま
り

二

外
郭
施
設

防
波
堤
、
防
砂
堤
、
防
潮
堤
、
導
流
堤
、
水
門
、
こ
う
門
、
護
岸
、
堤
防
、
突
堤
及
び
胸
壁

、
、

三

係
留
施
設

岸
壁
、
係
船
浮
標
、
係
船
く
い
、
さ
ん
橋
、
浮
さ
ん
橋
、
物
揚
場
及
び
船
揚
場

、
、

、
、

四

臨
港
交
通
施
設

道
路
、
駐
車
場
、
橋
り
よ
う
鉄
道
、
軌
道
、
運
河
及
び
ヘ
リ
ポ
ー
ト

、
、
、

五

航
行
補
助
施
設

航
路
標
識
並
び
に
船
舶
の
入
出
港
の
た
め
の
信
号
施
設
、
照
明
施
設
及
び
港
務
通
信
施
設

六

荷
さ
ば
き
施
設

固
定
式
荷
役
機
械
、
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
、
荷
さ
ば
き
地
及
び
上
屋

七

旅
客
施
設

旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
、
手
荷
物
取
扱
所
、
待
合
所
及
び
宿
泊
所

八

保
管
施
設

倉
庫
、
野
積
場
、
貯
木
場
、
貯
炭
場
、
危
険
物
置
場
及
び
貯
油
施
設

八
の
二

船
舶
役
務
用
施
設

船
舶
の
た
め
の
給
水
施
設
、
給
油
施
設
及
び
給
炭
施
設
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）
、
船
舶
修
理
施
設
並
び
に

船
舶
保
管
施
設

九

港
湾
公
害
防
止
施
設

汚
濁
水
の
浄
化
の
た
め
の
導
水
施
設
、
公
害
防
止
用
緩
衝
地
帯
そ
の
他
の
港
湾
に
お
け
る
公
害
の
防
止
の
た
め
の
施
設

九
の
二

廃
棄
物
処
理
施
設

廃
棄
物
埋
立
護
岸
、
廃
棄
物
受
入
施
設
、
廃
棄
物
焼
却
施
設
、
廃
棄
物
破
砕
施
設
、
廃
油
処
理
施
設
そ
の
他
の
廃
棄
物
の
処

理
の
た
め
の
施
設
（
第
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）

九
の
三

港
湾
環
境
整
備
施
設

海
浜
、
緑
地
、
広
場
、
植
栽
、
休
憩
所
そ
の
他
の
港
湾
の
環
境
の
整
備
の
た
め
の
施
設

十

港
湾
厚
生
施
設

船
舶
乗
組
員
及
び
港
湾
労
務
者
の
休
泊
所
、
診
療
所
そ
の
他
の
福
利
厚
生
施
設

十
の
二

港
湾
管
理
施
設

港
湾
管
理
事
務
所
、
港
湾
管
理
用
資
材
倉
庫
そ
の
他
の
港
湾
の
管
理
の
た
め
の
施
設
（
第
十
四
号
に
掲
げ
る
施
設
を
除
く
。
）

十
一

港
湾
施
設
用
地

前
各
号
の
施
設
の
敷
地

十
二

移
動
式
施
設

移
動
式
荷
役
機
械
及
び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設

十
三

港
湾
役
務
提
供
用
移
動
施
設

船
舶
の
離
着
岸
を
補
助
す
る
た
め
の
船
舶
、
船
舶
の
た
め
の
給
水
、
給
油
及
び
給
炭
の
用
に
供
す
る
船
舶
及
び
車
両



並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
の
用
に
供
す
る
船
舶
及
び
車
両

十
四

港
湾
管
理
用
移
動
施
設

清
掃
船
、
通
船
そ
の
他
の
港
湾
の
管
理
の
た
め
の
移
動
施
設

６
・
７

略

８

こ
の
法
律
で
「
開
発
保
全
航
路
」
と
は
、
港
湾
区
域
及
び
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
の
河
川
区

域
（
以
下
単
に
「
河
川
区
域
」
と
い
う
。
）
以
外
の
水
域
に
お
け
る
船
舶
の
交
通
を
確
保
す
る
た
め
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
工
事
を
必
要
と
す
る
航
路
を

い
い
、
そ
の
構
造
の
保
全
及
び
船
舶
の
航
行
の
安
全
の
た
め
必
要
な
施
設
を
含
む
も
の
と
し
、
そ
の
区
域
は
、
政
令
で
定
め
る
。

９

略

○

航
路
標
識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
（
抄
）

（
こ
の
法
律
の
目
的
及
び
用
語
の
定
義
）

第
一
条

略

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
航
路
標
識
」
と
は
、
灯
光
、
形
象
、
彩
色
、
音
響
、
電
波
等
の
手
段
に
よ
り
港
、
湾
、
海
峡
そ
の
他
の
日
本
国
の
沿
岸
水
域
を
航

行
す
る
船
舶
の
指
標
と
す
る
た
め
の
灯
台
、
灯
標
、
立
標
、
浮
標
、
霧
信
号
所
、
無
線
方
位
信
号
所
そ
の
他
の
施
設
を
い
う
。

○

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
都
市
公
園
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
公
園
又
は
緑
地
で
、
そ
の
設
置
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
又
は
国
が
当
該
公
園
又
は
緑
地

に
設
け
る
公
園
施
設
を
含
む
も
の
と
す
る
。

一

都
市
計
画
施
設
（
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
る
公
園
又
は
緑
地
で
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
も
の
及
び
地
方
公
共
団
体
が
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
設
置
す
る
公
園

又
は
緑
地

二

次
に
掲
げ
る
公
園
又
は
緑
地
で
国
が
設
置
す
る
も
の

イ

一
の
都
府
県
の
区
域
を
超
え
る
よ
う
な
広
域
の
見
地
か
ら
設
置
す
る
都
市
計
画
施
設
で
あ
る
公
園
又
は
緑
地
（
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

ロ

国
家
的
な
記
念
事
業
と
し
て
、
又
は
我
が
国
固
有
の
優
れ
た
文
化
的
資
産
の
保
存
及
び
活
用
を
図
る
た
め
閣
議
の
決
定
を
経
て
設
置
す
る
都
市
計
画

施
設
で
あ
る
公
園
又
は
緑
地

２
・
３

略

○

都
市
公
園
等
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
都
市
公
園
等
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

一

都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
公
園
（
当
該
都
市
公
園
に
都
市
基
盤
整
備
公
団
が
設
け
る
公
園



施
設
を
含
む
。
）

二
～
三

略

２

略

○

都
市
緑
地
保
全
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
七
十
二
号
）
（
抄
）

（
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基
本
計
画
）

第
二
条
の
二

市
町
村
は
、
都
市
に
お
け
る
緑
地
（
樹
林
地
、
草
地
、
水
辺
地
、
岩
石
地
若
し
く
は
そ
の
状
況
が
こ
れ
ら
に
類
す
る
土
地
が
、
単
独
で
、
若
し

く
は
一
体
と
な
つ
て
、
又
は
こ
れ
ら
に
隣
接
し
て
い
る
土
地
が
、
こ
れ
ら
と
一
体
と
な
つ
て
、
良
好
な
自
然
的
環
境
を
形
成
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
の
適
正
な
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
措
置
で
主
と
し
て
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
る
も
の
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
当
該
市
町
村
の
緑
地
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関
す
る
基

本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
７

略

○

下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
用
語
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
・
二

略

三

公
共
下
水
道

主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
下
水
を
排
除
し
、
又
は
処
理
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
終
末
処
理
場
を
有
す

る
も
の
又
は
流
域
下
水
道
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
汚
水
を
排
除
す
べ
き
排
水
施
設
の
相
当
部
分
が
暗
渠
で
あ
る
構
造
の
も
の
を
い
う
。

き
ょ

四

流
域
下
水
道

も
つ
ぱ
ら
地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
に
よ
り
排
除
さ
れ
る
下
水
を
受
け
て
、
こ
れ
を
排
除
し
、
及
び
処
理
す
る
た
め
に
地
方

公
共
団
体
が
管
理
す
る
下
水
道
で
、
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
下
水
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
終
末
処
理
場
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

五

都
市
下
水
路

主
と
し
て
市
街
地
に
お
け
る
下
水
を
排
除
す
る
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
管
理
し
て
い
る
下
水
道
（
公
共
下
水
道
及
び
流
域
下
水
道
を

除
く
。
）
で
、
そ
の
規
模
が
政
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
も
の
を

い
う
。

六
～
八

略

○

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
（
抄
）

（
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
）

第
三
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
河
川
」
と
は
、
一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
河
川
に
係
る
河
川
管
理
施
設
を
含
む
も
の
と
す
る
。

２

略
（
こ
の
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
河
川
）



第
百
条

一
級
河
川
及
び
二
級
河
川
以
外
の
河
川
で
市
町
村
長
が
指
定
し
た
も
の
（
以
下
「
準
用
河
川
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
二
級
河
川

に
関
す
る
規
定
（
政
令
で
定
め
る
規
定
を
除
く
。
）
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村

長
」
と
、
「
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
市
町
村
」
と
、
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
の
準
用
に
つ
い
て
の
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め
る
。

○

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
（
抄
）

第
一
条

此
ノ
法
律
ニ
於
テ
砂
防
設
備
ト
称
ス
ル
ハ
国
土
交
通
大
臣
ノ
指
定
シ
タ
ル
土
地
ニ
於
テ
治
水
上
砂
防
ノ
為
施
設
ス
ル
モ
ノ
ヲ
謂
ヒ
砂
防
工
事
ト
称
ス

ル
ハ
砂
防
設
備
ノ
為
ニ
施
行
ス
ル
作
業
ヲ
謂
フ

○

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
（
抄
）

（
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
指
定
）

第
三
条

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
い
て
、
地
す
べ
り
区
域

（
地
す
べ
り
し
て
い
る
区
域
又
は
地
す
べ
り
す
る
お
そ
れ
の
き
わ
め
て
大
き
い
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
に
隣
接
す
る
地
域
の
う
ち
地
す
べ

り
区
域
の
地
す
べ
り
を
助
長
し
、
若
し
く
は
誘
発
し
、
又
は
助
長
し
、
若
し
く
は
誘
発
す
る
お
そ
れ
の
き
わ
め
て
大
き
い
も
の
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
地
す
べ

り
地
域
」
と
総
称
す
る
。
）
で
あ
つ
て
、
公
共
の
利
害
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
を
地
す
べ
り
防
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
指
定
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

主
務
大
臣
は
、
第
一
項
の
指
定
を
す
る
と
き
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
す
べ
り
防
止
区
域
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を

関
係
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

地
す
べ
り
防
止
区
域
の
指
定
又
は
廃
止
は
、
前
項
の
告
示
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
の
指
定
）

第
四
条

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
都
道
府
県
知
事
の
意
見
を
き
い
て
、
ぼ
た
山
の
存
す
る

区
域
で
あ
つ
て
、
公
共
の
利
害
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
を
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、
前
項
の
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
当
該
地
す
べ
り
防
止
区
域
」

と
あ
る
の
は
「
当
該
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
地
す
べ
り
防
止
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
主
務
大
臣
等
）

第
五
十
一
条

地
す
べ
り
防
止
区
域
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
の
指
定
及
び
管
理
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

砂
防
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
土
地
（
こ
れ
に
準
ず
べ
き
土
地
を
含
む
。
）
の
存
す
る
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し
て
は
、
国
土

交
通
大
臣

二

森
林
法
第
二
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
同
法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
後
段
又
は
第
二
項
後
段
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
五
条
第
二
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
安
林
（
こ
れ
に
準
ず
べ
き
森
林
を
含
む
。
）
又
は
同
法
第
四
十
一
条

の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
保
安
施
設
地
区
（
こ
れ
に
準
ず
べ
き
森
林
又
は
原
野
そ
の
他
の
土
地
を
含
む
。
）
の
存
す
る
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に



関
し
て
は
、
農
林
水
産
大
臣

三

前
二
号
に
該
当
し
な
い
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
の
う
ち
、

イ

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
土
地
改
良
事
業
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
又
は
同
法
の
規
定
に

よ
り
土
地
改
良
事
業
計
画
の
決
定
さ
れ
て
い
る
地
域
（
こ
れ
ら
の
地
域
に
準
ず
べ
き
地
域
を
含
む
。
）
の
存
す
る
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し

て
は
、
農
林
水
産
大
臣

ロ

イ
に
該
当
し
な
い
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

２
・
３

略

○

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
急
傾
斜
地
」
と
は
、
傾
斜
度
が
三
十
度
以
上
で
あ
る
土
地
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
」
と
は
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
内
に
あ
る
擁
壁
、
排
水

施
設
そ
の
他
の
急
傾
斜
地
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
工
事
」
と
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
の
設
置
又
は
改
造
そ
の
他
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

る
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
内
に
お
け
る
急
傾
斜
地
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
工
事
を
い
う
。

○

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
海
岸
保
全
施
設
」
と
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
海
岸
保
全
区
域
内
に
あ
る
堤
防
、
突
堤
、
護
岸
、
胸
壁
、
離

岸
堤
、
砂
浜
（
海
岸
管
理
者
が
、
消
波
等
の
海
岸
を
防
護
す
る
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
指
定
し
た
も
の
に
限
る
。
）
そ
の
他
海
水
の
侵

入
又
は
海
水
に
よ
る
侵
食
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
を
い
う
。

２
・
３

略

○

下
水
道
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）
（
抄
）

（
下
水
道
整
備
七
箇
年
計
画
）

第
三
条

略

２

略

３

建
設
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
下
水
道
整
備
七
箇
年
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
経
済
企
画
庁
長
官
、
環
境
庁
長

官
及
び
国
土
庁
長
官
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
整
備
と
し
尿
の
処
理
と
の
総
合
的
な
効
果
を
確
保
す
る
た
め
、
厚
生
大
臣
と
協
議
し
、
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計
画
と
の
相
互
調
整
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



４
・
５

略

○

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
（
抄
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
治
山
事
業
」
と
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
で
、
国
が
施
行
す
る
も
の
及
び
都
道
府
県
又
は
都
道
府
県
知
事
が
施
行
し
、
か
つ
、

こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
も
の
を
い
う
。

一

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
保
安
施
設
事
業

二

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し
て
同
法
第
三

条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
た
地
す
べ
り
防
止
区
域
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
に
お
け
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止

工
事
に
関
す
る
事
業

２
～
４

略

（
治
山
事
業
七
箇
年
計
画
及
び
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
）

第
三
条

略

２
～
７

略

８

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
の
変
更
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か

じ
め
、
七
箇
年
間
に
行
う
べ
き
前
条
第
二
項
第
一
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
実
施

の
目
標
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
環
境
大
臣
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
治
山
治
水
事
業
の
総
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
と
の
間
で
、
治
山
事
業

七
箇
年
計
画
又
は
そ
の
変
更
の
案
と
の
相
互
調
整
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○

行
政
機
関
が
行
う
政
策
の
評
価
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
基
本
計
画
）

第
六
条

行
政
機
関
の
長
（
行
政
機
関
が
、
国
家
公
安
委
員
会
、
公
正
取
引
委
員
会
又
は
公
害
等
調
整
委
員
会
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
国
家
公

安
委
員
会
、
公
正
取
引
委
員
会
又
は
公
害
等
調
整
委
員
会
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
当
該
行
政
機
関
の
所
掌
に
係
る
政
策
に
つ
い
て
、

三
年
以
上
五
年
以
下
の
期
間
ご
と
に
、
政
策
評
価
に
関
す
る
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

基
本
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
五

略

六

計
画
期
間
内
に
お
い
て
事
後
評
価
の
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
政
策
そ
の
他
事
後
評
価
の
実
施
に
関
す
る
事
項

七
～
十
一

略

３

行
政
機
関
の
長
は
、
前
項
第
六
号
の
政
策
と
し
て
は
、
当
該
行
政
機
関
が
そ
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
に
社
会
経
済
情
勢
等
に
応
じ
て
実
現
す
べ
き
主
要

な
行
政
目
的
に
係
る
政
策
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４
・
５

略

（
事
後
評
価
の
実
施
計
画
）



第
七
条

行
政
機
関
の
長
は
、
一
年
ご
と
に
、
事
後
評
価
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
施
計
画
に
お
い
て
は
、
計
画
期
間
並
び
に
次
に
掲
げ
る
政
策
及
び
当
該
政
策
ご
と
の
具
体
的
な
事
後
評
価
の
方
法
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

前
条
第
二
項
第
六
号
の
政
策
の
う
ち
、
計
画
期
間
内
に
お
い
て
事
後
評
価
の
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
政
策

二

計
画
期
間
内
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
政
策

イ

当
該
政
策
が
決
定
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
当
該
政
策
の
特
性
に
応
じ
て
五
年
以
上
十
年
以
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
、

当
該
政
策
が
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
効
果
の
発
揮
の
た
め
に
不
可
欠
な
諸
活
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

ロ

当
該
政
策
が
決
定
さ
れ
た
と
き
か
ら
、
当
該
政
策
の
特
性
に
応
じ
て
イ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
に
五
年
以
上
十
年
以
内
に
お
い
て
政
令
で

定
め
る
期
間
を
加
え
た
期
間
が
経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
政
策
が
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
計
画
期
間
内
に
お
い
て
事
後
評
価
の
対
象
と
し
よ
う
と
す
る
政
策

３

略

○

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二

年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）

（
国
の
無
利
子
貸
付
け
）

第
二
条

国
は
、
当
分
の
間
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
、
公
園
そ
の
他
の
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
を
整
備
す
る
事
業
そ
の
他
の
公
共
的

な
建
設
の
事
業
及
び
官
公
庁
施
設
の
建
設
等
の
事
業
（
以
下
こ
の
項
、
次
条
及
び
第
七
条
に
お
い
て
「
公
共
的
建
設
事
業
」
と
い
う
。
）
で
、
次
に
掲
げ
る

も
の
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
資
金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

略

二

国
の
負
担
又
は
補
助
を
受
け
る
公
共
的
建
設
事
業
の
う
ち
、
民
間
投
資
の
拡
大
又
は
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会
の
増
大
に
寄
与
す
る
と
認
め
ら
れ
る
社

会
資
本
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
緊
急
に
実
施
す
る
必
要
の
あ
る
も
の

２

略


